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r天気」投稿案内

　天気編集委員会では，会員の多様な要望に応えるために，いろいろな欄を設けて紙面の充実を図っていま

す．各欄の内容の細部について，r天気投稿案内」を年1回掲載して天気投稿規定を補足し，投稿の便を図

ることにいたしました．（天気編集委員会）

1．投稿規定第1項に本誌の内容の主な分類を挙げてあ

りますが，現在，本誌に掲載されている主な欄の説明

を後にまとめてあります．

2．投稿原稿は，これまで横書き原稿用紙を使用するよ

うに決められていましたが，ワープロが普及してぎた

ので，白紙にワープ・で浄書した横書き原稿でもよい

ことにします．ただし読みやすいように行間をあけ

て，1枚に，25字×20行となるようにして下さい．

3．規定の頁数を超えた場合はとくに編集委員会が事前

に了承している場合を除き，原則として印則頁1頁あ

たり10，000円の実費を請求します．

4．コソピューターのアウトプットの図のプリントは，

そのままで図版の版下に使えるものはほとんどありま

せん．原則として黒インクまたは墨でトレースして下

さい．

5・r天気」の発行期日を守るために，原稿は発行日の

　2ヵ月前に印刷所に入稿しなければなりません．編集

委員会で原稿の整理をする時間がその前に少なくとも

　1週間は必要です．ごく短いお知らせなどの記事に限

って，発行前月の月末まで受付けます．

　論文：原則として未発表の原著論文に限ります．内容

は気象に関係がある報文で，現象についての新しい知見

やその説明・理論のほか，関連分野への気象学の応用や

気象技術に関するもの，地域的な珍しい現象の報告など

幅広いものを含みます．長さは原則として図表を含めて

印刷8頁以内としますので，記述は冗長にわたら澱よ

う，簡潔に要領よくまとめて下さい．

　短報：珍しい事象の単なる報告，未完成であるが，速

報を要する研究成果の概要，会員の目に触れにくい他雑

誌に投稿した論文の要約等のほか，比較的簡単な小論文

を含みます．長さは図表を含めて印刷2頁以内としま

す．

　解説：r解説」とは，国語辞典によるとrわかりやす

く説明すること』とあります．ところで，天気のr解
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説」は難しいので，もっとやさしく，わかりやすいもの

にして欲しいとの要望をよく耳にします．確かに本欄に

掲載されるものには，2，3の事項について詳しく説明

したものや，ある研究分野歴史的発展過程を紹介したも

の，あるいは特定の分野の総合報告的なものや事例解析

の紹介等など，様々なものがあります．他の分野の方々

にも充分に理解でぎるようにと，著者にはお願いしてあ

りますが，読者に誤解を与えないようにとの配慮から，

厳密に論を進めて，『難解なもの』という印象を与えて

しまった場合も少なくないと思われます．

　r解説」は原則的には編集委員会から執筆をお願いし

ておりますが，従来から会員からの投稿原稿についても

多数掲載しております．今後も会員の皆様からの投稿を

歓迎致しますのでよろしくご協力をお願い致します．

　気象談話室：「論文」や「解説」とは異なり，気楽に

読める読物とします．気象学的なものの見方・考え方に

ついての示唆に富んだ話，一般の普及書や教科書には入

りきらないような気象現象の別な見方・考え方など，

「コリオリの力とは何か？」など説明の難しい問題に対

する答えや考え方，「オゾン・ホール」のような最近の

トピックに関する説明，小，中，高校生や一般の方々の

研究例の紹介など，広く多様な題材を扱います．場合に

よっては，読者からの質問や，それに対する解答を載せ

ることもあります．記事は学生会員や専門外の人にも分

かりやすいものであることが望まれます（学問的レベル

を下げるという意味ではありません）．

　執筆の原則は次の通りです．①高等学校卒程度の学力

で読める平易な記事とし，②一つの記事は印刷頁4頁以

内とし，1頁でもよく，長い記事については，連載記事

とする．③引用文献等は原則として避け，その記事だけ

で理解できるようにし，④大学で学ばないと分からない

ような学術用語は少な目に，用いるとぎは正確かつ平易

な説明をつける．⑤気象学研究者，気象業務を職業とす

る人たちの社会特有の用語は用いない．

　シンポジウム：名前のとおり，国内・国外で開催され
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r天気」投稿案内

　たシンポジウムの報告を扱う欄です．これまでは，シン

　ポジウムの発表内容に立入ったものから参加体験記まで

　いろいろな角度からの報告が記事になっています．特

　に，国外でのシンポジウムは，国外の最新の研究情勢を

　知る上で貴重な情報源のひとつと思われますので，参加

　された方の積極的な投稿をお願いいたします．

　　会員の広場：会員の広場は，読者の学会，学会誌に対

する意見発表，相互の情報交換の欄です．読者自身が作

　る欄ですので，会員からの自由投稿で，原則としてその

　まま掲載します．情報交換のために特集企画を組むこと

もありますので，その場合には，原稿の執筆をお願いす

　ることがあります．数行程度の短い意見や提案も，もら

さず掲載致しますので，特に若い方，多忙な方も，気楽

に御意見を寄せ下さい．新聞の投書欄のような，活発な

意見交換の場になるように会員諸氏の御協力をお願い致

します．

　支部だより：支部だよりでは，地区編集委員等より投

稿される原稿を，ほぼそのまま掲載しています．現在

は，発表内容の簡単な紹介を含めた地区研究会の報告の

投稿が多いのですが，内容その他は特に制限していませ

んので．支部による特色がでています．研究会等の開催

の予告等は，開催の前に掲載するようにしていますの

で，御協力下さい．

　質疑応答欄：読者から寄せられた質問に対し，編集委

員会が会員の中から適当な方に依頼して答えていただく

ものです。気象と関係したものならどんな質問でも受け

付けます．

　月例会欄：年に数回，定期的に開かれている月例会に

ついて，実施後そのコンビーナーの方から投稿していた

だいている欄です．

　新用語解説欄：最近盛んに行われている研究計画名な

ど，気象関係の最近話題の用語，新語について，1／2か

ら1頁程度の簡単な説明をするもの．読者からも希望の

用語を受け付け，編集委員から会員の方に説明文をお願

いしています．

　N：EWS：NEWSには，気象庁長期予報課の学会員に

原稿を依頼しているr月平均500mb天気図」とr世界

の天候」がありますが，これは，2月分が4月号に掲載

されるなど，速報性に富んだものとなっています．今後

も速報性に富んだ，各種の気象資料を掲載する予定で
す．

WCPの窓：“GARPの窓”を引継いで，第28巻（1981

年）から始まったコーナーで，WCPに関する国内・国

　1991年1月
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　外の委員会・研究集会の報告がこれまでの主な記事でし

た．WCPは，会員がその成功に向けて活躍すべき重要

な柱の一つです．WCPに関するニュース，意見交換な

　どの投稿も歓迎しています．

　　研究機関めぐり：研究機関の素顔は意外と知られてい

　ないのが実状です．さらに，最近の気象学の発展とあい

　まって，研究機関の活動は多様化，専門化の道をたどっ

ています．本欄の目的は，このような研究機関の活動状

況を紹介することにあります．内容は研究機関のユニー

クな点，研究業績の中で特筆すべきハイライト，将来ど

のような研究部門をのばしたいか，研究機関への入り方

（採用方法）などで，研究を志す人たちにも参考となる

ものです．執筆にあたっては事務的・総花的な紹介では

なく，執筆者個人の目でみた紹介をお願いしています．

　素顔’91：この素顔シリーズは，日本国内の学会では

会えない気象学の研究者の素顔を紹介しようとするもの

です．各大学・研究所でこのような研究者の訪間を受け

た時には，是非ともinterviewを試みて下さい．普通で

はうかがい知れない素顔を見つけられることでしょう．

　情報F紅e：r天気を情報誌にしよう」というのが編集

部の合言葉です．皆さんが知っているちょっとした気象

一般の情報は・ひょっとすると宝の山の入口かも知れま

せん．皆さんの持っているそれぞれの情報を会員全員の

ものにしましょう．

　最近の研究から：会員の皆さん，毎日，研究に仕事に

多忙のことと思います．ところで，何か面白いものを見

つけた時，誰かに話してみたいという思いにかられたこ

とはありませんか？　学会発表や論文にする前に，うき

うきした気分で話をしてみたいと思ったことはありませ

んか？　最近の研究からは，こんな会員の気分を満足す

るために設立しました．“軽やかに，研究の話をしまし

ょう！”

　本だな：本欄は，特定の書評担当者に依頼しているわ

けではなく，会員の皆様の自由な投稿（自薦，他薦を問

いません）が基本です．また，これとは別に，編集委員

会（学会）あてに書評依頼または寄贈があった場合，委

員会で適当と判断したものについて適任と思われる方に

依頼することがあります．

　大都市はともかく，地方では新刊の入手が難しい状況

もあるようです．ひきつづき積極的な投稿をお願いしま

す．また，最近は調査，研究に個人レベルでパソコン等

情報処理機器を使うことも多くなっています．会員に役

立つこの方面の本の紹介も歓迎します．
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　海外だより：外国滞在，外国出張時の際の印象・雑感

などを肩の凝らない形式で寄稿していただいています．

大部分の会員は，海外の研究環境などを容易に知り得な

い状況にあります．フレッシュな情報の提供をお願いし

ます．

　カラーぺ一ジ：r天気」では原則として毎号カラー写

真を掲載します．このためカラーぺ一ジに掲載する写真

を広く会員から募集しています．「天気」にふさわしい

ものであれば内容は問いませんが，例えば珍しい気象現

象・典型的な気象現象・気象情報処理技術の高度化に伴

う典型的な気象現象の表示例・内外の気象観測施設およ

び装置，などの写真をお寄せ下さい．なお，写真には題

名と簡単な説明文（400字詰原稿用紙1枚程度）をつけ

て下さい．

　また，論文や解説の写真のうち著者がカラー写真での

掲載を希望し，編集委員会もカラーで掲載する方がふさ

わしいと判断したものについては，編集委員会の経費で

カラーぺ一ジに掲載致します．但し，従来通り著者の負

担で論文や解説にカラー写真を掲載するものは随時受け

付けております．

　卒論関係：気象学・気候学・大気物理学等に関する大

学院博士論文，修士論文および大学卒業論文を紹介しま

す．

　90年代の気象学への手引：気象学を勉強したいがどの

ような本をどのように勉強したらよいか具体的な方法を

教えてほしい，と言う天気読者の声にこたえ，現代の気

象学を自らの意志で新たに学ぼうとする，気象官署等の

気象に関係する職場の職員や大学の学部学生等の会員に

役立つための入門講座です．気象学の専門知識が少ない

読者にも分かりやすく，なおかつ最先端の様子が手に取

るようにわかる魅力的な手引を目指しています．内容

は，参考文献として，教科書・参考書等の書籍，最新の

情報が掲載される国際学会等の予稿集，各分野の進展を

解説したレビュー，時代を画するような論文などを紹介

しながら，1980年以降の各分野の進歩を解説し，読者に

現在何が分かっていて何が分かっていないのかを知って

もらう，というものです．

　その他：以上の欄のいずれにもあてはまらない投稿は

天気編集委員会に御相談ください．
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